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上級段階における表現指導の…一方法
蒲 谷 宏
ぱ じ め に
本稿 は上級段階 の表現指導 につ いて,89年度 に担 当 した上級表現 クラス
(B4)にお ける実践 を基 に考察 した ものである。B4ク ラスで行 った指導方
法は,先 に 「KJ法 を導入 した表現指導 」nで 報 告 した方法 と基本的 には
同 じものであ るが,そ れ をさらに一歩進 め,実 際 に意味 のある行動 をさせ
る ことを通 じ結 果 としてそれが表現練習 になってい る とい う方 法 を とっ
た。 まだ試 行錯 誤の段 階では あるが,「表現 とは何 か」「表現指導 とは何 を
するこ となのか」 とい う大 問題 を念 頭 に置 きつつ,こ れ ま で の実 践 と併
せ,現 段階 での考 え を述 べてい きたい と思 う.
1.「表現」 について
は じめに も述べ た よ うに,「表現 」 の本質 を 朋 らかにす ることは極 ダ)て
大 きな問題 であ り,単 純 に論 じることはで きないのだが,言 語 教育におい
て表現 の指導 を してい る以 上,表 現 とは どのよ うな行 為であ るかをま った
く考 えず にお くことはで きない。 表現指導 を進 める上 で 必要 と思われ る,
とい う限定つ きで 「表現 を考 えるための枠組」 について述べ てい くこ とに
す る,、
まず表現行為 の主体 である 「表 現主体」,つ ま り 「話 し手 ・書 き手」 の
1)拙稿 『早稲田大学 日本語研究教育センター紀要』1(1989・3)
「KJ法」にっいての現段階での正しい姿を知るためには,川喜田二郎著 『KJ法
一 渾沌をして語らしめる』(中央公論祉,1986)を参照されたい。
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存在 が ある。表現指導 において考 えな けれ ばな らない 「表現主体」 は 「学
習者」 で あるわ けだが,こ σ)あま りに も自明の事実 は,特 に学習者 が表現
の 「主体」 であ る点 を再確認 す る必要 があるよ うに思 われ る。表現行 為が
成立 す るた めの根本 に位 置す るの が表現 主体=学 習者 な ので ある。 自分 の
意志 ・感情 で表現 してい なければ,そ れ は 「表現主体」 とはいえないだろ
うD
次 に,「表現素材」 がある。 これ は 「何 につ いて」 表現 す るのかを問題
にす るとい うこ とで ある。 これ と似 て はいるがレ区別 してお かなけれ ばな
らないものに 「表現 内容」 がある。 「何 を」 表現 しているのか とい うこ と
で,表 現主体 が 「表現素材」 をど う促 えたか とい う過程 を経 ている もので
ある。例 えば,「留学生活上 の問題点」 とい う 「表現素材」 につ いて,「 日
本語力 が不足 しているこ と`と い う 「表現 内容」 で表現 する とい うことに
なる、 また同 じ素材 であ って も,「家賃 が高 すぎ ること」 とい う別 の表現
内容 で表現 す ることもで きるわけである。 ただ し表現 素材 と表現 内容 とは
もちろん相対 的な ものであ り,次 には 「日本語力 の不足 」 とい うことが表
現 素材 とな って,「講義 がよ く聞 き取れ ないこ と」「レポー トが うまく書 け
ない こと」 といった表現内容で表現す ることにな るので ある。
そ の次 の段階 として 「表現内容」 をどのよ うな 「表現形式」 で表現す る
のか とい うこ とがある。 ここでは 日本語 とい う言語表現 が前提 となって い
る¢)で問題 には しないが,言 語以外の表現 も対象 とすれば,「 言諦」 とい
うのが一一つの 「表現形式 」 とい うことになる。
内容 と形式 とは 完全 に切 り離す ことはできない が,例 えば 「話 し言葉 」
とい う形式 を とれば,「 日本語力 が不足 しているこ と」 とい う表現内容 が,
「日本語 σ)カが足Pな いんです。」な どと表現 され るわけであ る。
こσ)表現形 式の場合には表現内容 を 「どのよ うに」表現す るのか,と い
うことも大 きな問題 とな る。 これ を 「表現方法」 とす る。 話 し言葉 で あれ
ば,「日本語力」 よ りも 「日本語のカ」,さ らに 「です ・ます体」 となれ ば,
「不足 しているのであ る」 ではな く 「足 りないんです」 と表現す るとい う
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よ うに,語 彙,文 法,文 体 さらには発音 や表記 の点 まで 「表現 方法」 の
問題 は及ぶ。文章単位 で考 えれ ば,文 章構成 の問題 な ども 「表現方法」 の
一っ といえ よ う。 もちろん 「表現方法」 は表現形式 によって のみ決 ま るも
ので はな く,他 のすべての条件 か らも規定 され るため,表 現 の過程 で最 も
複雑 な様相 を呈 す る。 したが って,表 現 の難 しさの大部分 の要因 にな って
い ると、思われ る。
他 に大切 な もの として,表 現 す る相手 ・ つま り 「聞 き手」 「読 み手」 の
存在 が あ る。(こ の場合は理解 主体 としての 「聞 き手 」 「読 み手」 で はな
い。〉 また,表 現 の場 として の状況や雰囲気,そ れ に,そ の表現 が どうい
う文脈上 の表現 であるのか とい うこ ともある。
しか し,表 現指導 を踏 まえる とき,さ らに重要 だ と思 われ るのは,そ の
表現 がな され るる動機 ・理 由 ・目的 といった こ とで あ る。 「何 のために」
表現す るのか とい うこ とは,言 語表現 が人間 の一つ の行為で ある ことを思
えば,表 現 を考 えてい く上 で落 とせない こと で あ ろ う。 もち ろんr無 目
的」 の表現,単 な る社交 のた めの表現 も少 な くはな いが,そ れ らも広 い意
味では 「何 のた め」つ ま り 「表現 目的」 の中に入 るわ けで ある。
以上述べて きた こ とを簡単 にま とめる と,次 のよ うにな る。
*「表現主体」 は,あ る状 況 ・雰 囲気 の下 で,あ る相手 に対 し,何 らか の
r表現 目的」を もって,あ る 「表現素材 」につ いて 「表現 内容」 を決 め,選
んだ 「表現形式」 に したが って・ それ にふ さわ しい 「表現方法」 を駆 使
して表現行為 を行 う。
2.「表現 指導」 について
学習者 の 日本語 での表現力 を高 めるこ とが 「表現指導」 に課せ られた任
務で ある とす る と,そ れ を教師 は一体 どのよ うに行 って いけば よいの だろ
うか。 無論,方 法は一 つではないが,「表現」 とい うものを上 に述 べた よ
うな流れで促 えるな ら・少な くとも,そ の流 れ に沿 って 「表現指導」 を行
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ってい くこ とが基本的な方法 として考 えられ る。理 想 を言 えば・学 習者 自
身 に表現 したい強い動機 が あ り,表 現 したい こ とがあるな らpそ れ を,学
習者 の表現 したい意図通 りに,最 もふ さわ しい形式・方法で表現 させ るよ
うに導 いて い くことが教師 の役害rlになるのだろ う。
ここで まず大切 なこ とは,「表現 素材」 の確認 と,学習者 の意図 した 「表
現内容」 を教師 のほ うが正 しく把握す るこ とである。 そのためには,教 師
と学習者 との確認作業 が 的確 に行 われ る必要 がある。 次 に重 要 に なるの
は,や は り 「表現方法」 ヴ)問題 である.表 現方法 に関す る指導 は発音 ・表
記 の指導 か ら,語 彙,文 法,待 遇表現,そ して文化的背景 に関 する問題 ま
で,広 く深 く極 めて多岐 に渡 る ものである。 しか も,そ れ がなぜそ うであ
るのか とい,・た理 由を学習者 に説明 し,納 得 させてい く作業 が要求 され る
わけである。 これは表現指 導の問題 だけではな く,言 語教育全体 の問題 で
あろ うが,表 現指 導は表現指導 の流 れにおいて位 置付 け られ,考 えられて
いかなければな らない こ とであろ う。
上 に も述 べた よ うに,表 現 す る主体はあ くまで も学 習者 で ある。 したが
って,学 習者 が 自分 の力 で表現 で きるよ うにさせ る必 要があ る。 しか しだ
か らとい って,ま だ 自分で表現す るカ のない学習者 にほ とん ど指導 をせず
に一人で表現 させ る だ け で は,教 師 の役 目を放棄 した こ とになって しま
う。教師 が しなけれ ばな らない ことは,学 習者 が一人歩 きで きるよ うにな
るための知識 を与 え,指 針 を禾 して,学 習者 の表現行為 を補助 して い くこ
とであろ ラ。教師 のほ うの コン ト・一ル が強す ぎる と学習者 の主体性 が損
なわれ て しま うことにな る。 学習者 に表現 したい必然性 のない 表現練 習,
表現練習 のための表現練習 にな らない工夫 を教師 はたえず考 えてい く必要
が あるだろ う。
同 じよ うに表現指導 とい って も,口 頭表現 ・文章表現 の違 い,様 々な文
体 の違 い,さ らに初級,中 級,上 級 のレベ ルの違 いな 葛 考慮 しな ければ
な らない点 は実 に多 く,そ の上 に,こ れ まで述 べて きたい くつか の表現 の
枠組 に関 して指 導 の方針 を立 ててい くわけで ある。 ただし,こ うしたこ と
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に振 り回 され て,肝 腎 の学習者 の動 きを見失 わないよ うに しなけれ ばなら
な い だ ろ う。
3・r表現指導」 の一方法
次に,筆者がこの数年,主 として上級表現クラスで行ってきた表現指導
σ)実践,特 に89年度B4ク ラスでの実践から導かれた考えを,授 業の展
開に沿った指導方法の説明と・表現指導上の留意点などとを対応させる形
で述べ てい きたい と,思う。
授業の展開と指導方法
1授 業の進め方 と指導方法(KJ法
及びKJ法 的手法を用いた方法)に
ついての簡単な説明。
2討 論のテーマを決める。B4ク ラ
スでは 「留学生活上の問題点」(こち
らからの提示)
表 現指 導 上 の留 意 点 ・問 題 、・iヤ1
パルス討論呂1
3パ ルス討論の説明。
4一 人ずつ順番に自分の体験に基づ
く問題点を言っていく。同 じ内容 の
意見は言わない。またこの段階では,
他人の意見に対 して批判 をしないよ
うにさせる。全員が必ず一つは意見
を言う。(口頭表現練習。他の人の意
見をよく聴く練習にもなる。)
5自 分の発言 をメモ用紙にできるだ
け一文にまとめて書 く。一枚一項 目。
(話し言葉から書き肯葉への変換。簡
1説 明だけではわからないので,あ
くまで簡潔に。 ただし,学 習者にと
ってはおそらく初めてのや り方 とな
るので,そ れ ぽ ど難 しくも複雑でも
ないことを理解 させ ておく必要があ
る。
2学 習者から意見が出ればそれが一
番 よい のだ ろうが,必 ず しも全員の
同意が得られるとは限 らない。留学
生にとって共通のテーマにな るこ と
が望 ましいと思 う。
31と 同様,簡 潔に。
4特 定の学習者の意見に振 り回され
ないとヤ、う禾1』点 があ る。:意見を言い
たが らない学習者でも,全員参加が
明確に二な り,批半IJされないこ とカてわ
かれば必ず意見 を言うようになる。
5意 見を言う時間と書く時問とのけ
じめをはっき りつけるD
2)会 議 討 論 法 と して生 み 出 され た方 法 。rパ ル ス討 論 」 とい う名 は,r手 順 を分
節 的 に切 り,そ れ を何 度 も く りか えす の で,人 体 の 脈 搏 の鼓 動 〔pu15e)に似 て い る
とい う意 味 で 」名 づ け られ た 。 くわ しい 手 順 につ い て は ・rKJ法 』p・359参照 。
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潔な文章表現の練習、)
6全 員が書 き終 わった ら,提 出 さ
せ,文 の手直 しをする。 書画カメラ
があれぱ便利。その場で赤いペ ンな
どで訂正 しながら,な ぜiそう直 した
ほうがいい のか を説明する。また文
意が不明のものは表現内容や表現意
図について問い質 しながら進める。
7訂 正 したものを返却し・それをラ
ベルに写させる。 ラベルはKJラ ベ
ル6号 〔2.3x6.2cm〉を使用。
8ラ ベルを堤出させ,ど ういう意見
が山ているかみ んなで確認する。書
画1カメラを使うp
9っ づいて第2巡 目に入る。
同様に繰 り返す。
10も う意見が出ないというところ
まで繰 り返す、意見 が出 なくなった
ら,終了 して図解化に移る。
図解化(KJ法A型 図解化)
11B4ク ラスの場合17名 というこ
ともあ9(韓 国6,マ レーシァ4,台
湾3,中 国2,香港1,イ ンドネシア
1〉,図解化を全員で行 うことに無理
があったため,こ ち らで図解化した
が,木来なら学習者が行ラベ き もの
である。 これまでは,狭 義のKJ法
と探険ネット〔KJ法よ9も簡単にで
きる図解)で実際に学習者が作成 して
おり1そのほうが成果は挙がる。
図解作成の要、点のみ述 べ る と,質
的に近い意見のラベルを同 じグル ー
プにまとめ,そ れ を要約 した表札を
付け,島 取 りをして,さ らに島同士
の関係 づけ をし,全体の構造 を明 ら
かにする,と いうことになる。
「留学生活上の問題点」 として は,
6あ まリノトさい字であると書画カメ
ラでは見にくいようである。
板書 して,全 員で検討 して もよい
かもしれない。ただし時間が かなり
かかることは覚悟する必要が あるだ
ろう。
7ど のようなラベルでもよいが・図
解のときの見やすさを考 え る と,縁
取 りのあるものが便利であろう.
8意 見の重複を避けるため。一枚ず
つ読み上げたほうがよい。
9意 見を出 し尽 くす.も う出ないと
、思っても何巡 か回 して い るうちに,
必ずいろい ろな意見が出てくるもの
である。
11図解作成にはかなり時問がか か
る。 また,こ れを授業時に行 うため
には学習者10名が限度ではないかと
思われるが,カ のある学習者が揃 っ
て いれば,二 つのグループにして作
業を進めてい くこ とは可能かもしれ
ない。
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次のような表札のつ いた大きな八つ
の島ができた.3}
*特 に学業面では高度な目本語 力 が
要求される。
*値人の迷惑も考えない行動や振る
舞いをされる。
*値人に対する配慮や責任感に欠け
る日本人 の態度が留学生に対 しても
局所に現われている。
*外国人だか らという理山で偏見を
持たれる。
*本音で接 して くれないので,気 の
置けない友人にはな りにくい。
*生活に余裕がなく,将来の こ とま
で考えられない。
*心身 ともに悪影響を受けやすい生
活環境 となっている。
*日木に適応 していかなければ な ら
ないので,こ れまで身にっけてい た
ものを失 ってしまうことがある。
衆目評価
12図解が完成 したら,全員でそれ
についての評価を行 う。つまりこの
揚合 であれ ば 「留学生活、Lの闇題」
について何が最 も問題に なって い る
のかを明らかにするというこ とで あ
る。小 さな島 ご とにアルファベット
などの記号をつけて,そ の単位で最
も間題だと思うものから順に5,4,3,
2・1点と,点をっ5ナ・それ・を合 言十す る
というや り方で行 う。 その結果,最
も大きな問題点だと評価 されたのは,
次の、県であった。
廓日本語の力が十分ではない段階で,
専門の本 を読んだリレポートを書い
たりしなければならない。
*授業の内容や説明がわか りにくい。
12白分たちで作成 した図解を味わ
い,よ く理解す るためにも必要な作
業である。全体 をよく眺 めた上 で,
相対的に重要な問題点を把握 してい
くという方法は,近視眼的な見方や
見当はずれの非難を防 ぐ効果 があ る
といえよう。
3〉最後に図解を掲げてお く。
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寧勉強やアノレバイ トに時問をとられ,
遊びたくても暇がない.
口頭発表(KJ法B型 叙述化)
13図解 とそれについ ての評価がな
された段階で,全 体にっいての報告
と自分の意見を皆の前で発表 す る。
ここでは批判的な意見を出してもよ
いことにする。
演習の ときの発表などと同様,や
や改まった形で要領よくまとめて報
告する練習ということにな る。口頭
発表の構成(始め方,展開のし方,終
え方など),発音、イントネーション,
言い回しなど細かい点まで発表後に
指導する。特に共通の誤 堕は全体で
の指導が必要 となる。そうでない も
のは,個人指導 としてメモをわ たす
などの処置 をする。
文章化(KJ法B型 文章化)
14口 頭発表を終えた らそれをレポ
ー トにまとめる。 その際,原 稿用紙
の書き方,文章 に書 くとき の文体,
言い回しなどについての指導が必要
となる。 レポートは宿題 とする。 こ
こまで7コ マ(1G・5時間)
15提 出 されたレポー トのチェック
と提出.
解決策のラウンド
16留学生活上の問題点の解 決策 を
考えてい く。 同様のパルス討論。 口
頭での意見発表,ラ ベル化,図 解作
成,衆 目評価,口 頭発表まで。 ここ
まで,6コ マ。 なお,衆 目評価の結
果,次 の二つが高い評価 を得た。
*日本の政府が留学生にっいての全
般的な総合政策を設定する。
*日本人の友達をつ くるた めに積極
的に明るく声をかけてみる。
17今 同は解決策 を実施するこ とま
13全体が把握できていれ ば,批判
も大レ・に結構ということであ るgと
ころが,こ の段階に な ると全体がよ
く見えるようになってい るので安易
な批判は出てこない。
同じ口頭表現でも,パ ルス討論で
意見を言 う段階での言い方とは,明
らかに異なる点に注意させる。 その
点は事前に指導 しておく必要 があ る
だろう。
14こ こも表現方法に関する事 前 の
指導が大切になる。
15こ こで個人指導ができれ ば さ ら
によい。
16間題点を指摘させるだけで はあ
まり意味 がない。そもそも問題点を
考えるというこ とは,そ れを解決 し
たいからであって,そ こまで進めな
ければ本当の表現とはい えなくなっ
て しまう。ただし間題一解決 といっ
たテーマを扱 うことに固執する必要
はないだろう。
17従 来 は16ま で で終 え て しま っ て
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でを日指 した。 そこで特に留学生の
抱えて いる間題を広 く知ってもらう
ことを主眼にし,口 頭表現では,ス
ピーチコンテ ス トヘの参加,文 章表
現では,新聞 ・雑誌などへの投稿をす
ることにした。またそのための資料
として,早 稲 田大学の外国人留学生
を対象 としたアンケー トを行い,そ
の結果を分析するようにした。
そこでアンケー ト調査,ス ピーチ
コンテスト,投稿の三つのグルー プ
を作 り,それぞれで計画 をたて るよ
うにした。
18ア ンケ ートは,留学生活上の問
題点 を間うもので,図 解でま とめた
ときの22項口の選択 式 レこした。糸勺
100名分のデータが集まったが,それ
を学習者全 員 で分 担 して,国籍別,
所属別(学部 ・大学院 ・日本語センタ
ー),性別,年 齢別,在 日年数別など
によって分析 し,そ の結果 を口頭癸
表 し,レ ポー トを書 くようにした。
また,投稿の文章にも生かす ように
した。(分析結果は省略)
19ス ピーチコンテス トは代表二人
を決 め,早 稲田大学国際学生友好会
主催のスピーチ コ ンテ ス トに参加。
発表練習を授業時 に も行った。 自分
たちの考えや思いを多くの人に伝え
ることが目的である こと を強調 して
推導、(結果は2位 と4位,予 想以上
の健闘。 結果はともかく,代 表者に
とっては意義のあ る表現練習 となっ
たといえる。)
20投 稿は,新 聞の読者の欄 を中心
に自分自身で送るこ とにして,各 自
原稿 を停成,こ ち らでチェックして
返却。(結果は未定)このほか各自,文
いたのだが,解 決策において 「国や
学校など留学生 を受け入れる側がま
ず十分な配慮をする。」 とい う案が出
た た め,教 室作業だけで終えて しま
うのではほとんど意味がないと感じ,
さらに具体的な行動に移すことにし
たわけである。 そうしないと,こ こ
までの表現練習が結局表現練習のた
めの表現練習に終わってしまうとい
えよう。
18ア ンケー トをとったの は,教室
で出た結果の一般化が可能かどうか
を確認する作業でもあった.
予定よりも回収率が悪 く,デ ー タ
が少なかったため問題 が残ったが,
皆で教室外作業に取 り組めた こ とは
一一っの成果だったと思 う。ただし,各
作業の責任者を決 めた こ とにより,
かえって他人任せの意識を生み出し
た点もあるようである。 また,直 接
成績に関係がないものについては さ
ぽろうとする傾向も見 られた,
19代表以外の学習者の扱いが難 し
い,協 力のし方,さ せ方を考えてお
かなげればならないだろう。
また結局は,時 問外 の個人指導 を
しなげれ,ばうまくいかなレ㌔
20自 分の意見を広 く世の 中に訴え
るという二とで,表現本来のあロ方
だと思われ るが,そ れだけに学習者
の自主性に任せる こ とにして,課題
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章での発表の揚を決めて行動に移る
計画。
ここまで9コ マo
や評価 とは切 り離 して行った。
4,ま と め
以上述 べて きた表 現指 導 の方法及び授業 の形態 が 「上級段階」 でな けれ
ば行 えない とい うわけではない。B4ク ラスにおいて も能力 のば らつ きが
な いわ けで はな く,す べて の学 習者 が上級 レベル に達 してい るとは言 いが
たい。 また上級 段階 だから といって,表 現 方法 に関す る細 か い指 導 をしな
くてす むわけで もない。 ただそ うした練 習 を特 に練 習 と意識 させず・本来
の表現 の姿 の中にお いて 自然 な形 で学 習 ・指 導 が行 えるるよ うになるため
には,上 級 段階 がよいだろ うとい うことで ある。以前 中級 レベル の学 習者
で試 みた こ と もあ る が,学 習者 ・教 師 ともに負担 が大 きい よ うに思 われ
る。
上級 レベル の学 習者 は,あ る程 度 自分 の 目本 語力 に も自信 が もてるよ う
になってきてお り,そ れ までに基礎 的 な学 習 は終 えているこ とか らも,従
来通9の 型 にはまった授業 とい うよ り,自 分 たちで考 え,自 分 たちで行動
す る機 会 のある授業 を望 んでいるよ うである。 しか し同時 に 日本語 での表
現 力 を高 めるためのきちん とした指導 も望 んでお 窮 両者 の兼ね合 いが今
後 の課題 となるだろ う。
また,ク ラス形態 を とって 授業 を行 ってい る以上,そ うする ことの 意
味,そ うでなけれ ばできないこ とを教 師は真剣 に考 えてい く必要 がある と
思 う。
表現指導 の方法や形態 は多様 であ り,様 々な試 みがな され ているこ とと
思 う。本稿 で述べ たこ ともその方 法の一 つの ささや かな実践 とい うことに
なろだろ う。 ご意見,ご 批判 な ど賜れ れば幸 いである。
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